




























































（2003年度 B, 2010年度 D）
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１２３
十メートル先ではなかろうかと思うほど，離れたところに座られているよう
に感じた。先生方は，私にこれまでの経歴や研究（と言えるほどのことでは
なかったけれど），これからのことなどを尋ねられたが，今思い出してみて
もその姿は「偉大で大きな」存在というよりも，むしろとても小さく私の目
に映っていた。先生方と私の間にはそれほどの距離あり，文学研究という世
界の戸口に立とうとしていた私には，先生方がはるか遠い存在に思えた。
博士課程後期課程に進学してからは，副室で行われる演習の前後に，この
研究室で他の院生や研究員たちと授業や研究のことから他愛もない世間話ま
で，あれやこれやとおしゃべりをして過ごした。私は研究室の中にいて，や
ってくる学部生を迎える側へと立場を変えた。扉を開けて入ってくる彼らの
しぐさを見ていると，おそらく今の学生の多くも私が学部時代に抱いていた
のと同じ気持ちでこの研究室を訪れているように感じる。研究の年数を一
年，一年重ね，それにつれて研究室は居心地のよい場所となった。今となっ
ては，面接を受けた時のような部屋の大きさを感じることはない。そして研
究室を訪れるたび，あの時感じた距離が少しずつでも縮まっているだろうか
という思いがよぎる。
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